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話し合いの質を高める
現在、学校では令和７年度の本校教育活動の根幹を担う、教育課程編成作業にあたっています。

編成作業を進めるにあたり、多くの保護者の皆様から大きな期待をかけていただくとともに、全

県的な課題となっております生徒の学力向上について、次年度教育課程において最重要課題に位

置づけ、教育活動全体を通して積極的に見直しを進め、躊躇なく工夫・改善に努めていく考えで

す。とりわけ、生徒の学力向上には私たち教職員の本分と言える授業の質的改善が最も有効であ

り、その核となるポイントは授業での生徒同士の「話し合いの質を高める」と捉えています。これ

まで、授業中での生徒同士の話し合いは単なる答え合わせの場であったり、ややもすると自分で

考えることなく他の生徒の答えを聞く機会となっていたことも否めません。これからの授業では、

お互いに意見を出し合い、摺り合わせを通し根拠を明確にしながらより妥当性のある答えを導き

出す機会として話し合いの質の向上に取り組んでいきたいと考えます。

左をご覧ください。先日行われた大学入学

共通テスト（歴史総合、日本史探究）で出題

された問題の一部です。７０年代の日本の女

性の政治参加をめぐる問題で、四コマ漫画「意

地悪ばあさん」を掲載するなど親しみやすい

資料となった反面、出題形式は従来の直接答

えを求めるものではなく、２つの課題を解決

するための「調べ方」として正しいものを選

択するといった「適切な考え方や視点」を問

うものでした。つまり、日常的な授業におい

て意味のある話し合いを通して、より合理的

かつ効果的な「正しい調べ方」を身につける

ことが求められていると言えます。

今回から高等学校の新学習指導要領に対応

した初めての共通テストであり、歴史総合で

は日本史と世界史の融合問題が出題されまし

た。さらに細部に目を向けると化学のテスト

に枕草子の一節が見られたり、国語や英語等

においても難解なグラフの読み取りといった

総合的、複合的な理解力が求められる問題が

随所に見られていました。

中学校においても暗記学習からいち早く脱

却し、妥当性や客観性の高い答えを導き出す

ことに価値を求める話し合いの質を高めた授業の展開に取り組んでまいります。

R7大学入学共通テスト「歴史総合、日本史探究」より】


